
〈宣言日・変更日〉　令和元年12月1日

ゴール 来年度の取組目標

応援団員数の増加
（メルマガ会員　700人　⇒　1000人）
（法人団員　　　40法人 ⇒　80法人）

収穫体験への来園者数2％増
（2,000人　⇒　2,040人）

農地基盤整備の支援
（池ノ沢地区 ⇒ 測量設計及び工事着手）

その他
組織全体への波及を目的としたＳＤＧｓ取組推進会
議の開催

（記載上の注意）

１　取組は３～５つの目標に関する取組を記載してください。

２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

３　目標はなるべく定量的に記載してください。

４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。

職　名

氏　名

各目標に関連する取組内容

ＳＤＧｓ宣言書
私たちは、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

「農業所得向上」「一地域一協同活動」「食農教育」などを通じて、清水を豊かな地域にしていくこと

事業所・団体としての2030年の（または中長期的な）あるべき姿

魅力ある人材を育成し、環境へ配慮するとともに、農業の活性化を図り、持続可能な地域繁栄に貢献する。

事業所・団体としてのねらい、特徴的な活動

男性　　284　 人　　女性　　189　 人　　　計　　473　 人

清水農業協同組合

１３．サービス業（他に分類されないもの）

〒424-0192
　　静岡市清水区庵原町１番地

これまでの取組

「しみずみらい応援団」…農家から直接買い取った
農産物をそのまま応援団に販売し、売上の一部を寄
付することにより子どもたちの未来を応援

業　種

所 在 地

Ｕ　Ｒ　Ｌ

従業員（構成員）数

http://www.ja-shimizu.org/

「ミカンオーナー制度」…「清水のミカン」のブラ
ンド化と、清水の農業への理解促進の為、園主（生
産者）とオーナー（消費者）に都市と農村の交流の
場を提供

「農地基盤整備」…農地の平坦化、区画整理、農道･
灌がい施設整備を進め、担い手となる若手後継者が
魅力を感じる次世代に向けた競争力の高い農業を実
現

事業所・団体名称
（本社が届け出る場合はその事業所の数　　25事業所　　）

代表者　職・氏名

代表理事組合長

柴田　篤郎

ＪＡしみずＳＤＧｓ宣言開始、ＳＤＧｓの仕組み理
解

http://www.ja-shimizu.org/

